















Physical Education for Lifelong Learing ( 2 ) : AMethodology for 








































































の技術を改良 ・発展させていき、 新しい技術が開発されるのである。その新しく 開発された技
術は当然、その開発した選手の努力によるところが大きいのであるが、V字飛行を開発した先
人達の成果があったからこそ、次の新たな技術を開発することができたのである。このような
歴史的 ・時間的な相のなかで認識や技術が 「媒介 ・伝達 ・継承」されていく。
「歴史的 ・社会的過程」の第2相は同じ現代の者同士が認識や技術 ・戦術を共有することで
ある。つまり、同じ世代に生きる者同士が、認識や技術を相互に伝え合い・共有し ・批判し合


























造 ・教授過程」が構成される九 ここでは、教育内容を学習者に確実に認識 ・習得させるため





























































46 竹田：生淀学習へ発展する体育授業の試み （2) 
図2 ソフトボールの戦術・技術構造 （王潔）13) 




個 別 技術 集団戦術 集団戦術 個別技 術
ヒッテイング妓術 単純なヒッティング戦術＂ すべてのツーアウ 単純な7ォースアウト戦術2 捕球送球技術
ハン ト技術 セフテイ パン ト戦術 ト局面 進塁を防ぐタァチアウト戦術 ［直接ベースカバー技術4








個別技術 集団戦術 集 団 戦術 個別技 術
ーヒッテイング技術 i量塁させるためのヒッティン ノーアウト ワンア 進塁させないフォースアウト 状況による捕球送球技術
・ノ、ント技術 グ戦術 ウトl塁、ノーアウ 戦術 外野手の送球技術
単純な走塁技術 犠牲バン ト戦術 ト ワンアウト ダブルプレ 戦術 内ー野手の中継カバー技術









個別 技術 集団戦術 集 団戦術 個別技 術
・スナイズ技術 スクイズ戦術 ノーアウト ・ワンア ースクイズ防御戦術 ・ウエスト技術
状況判断伴った走 ウト2塁、ノーアウ 複雑な状況判断を含む送球技






2 「単純な7オースアウ ト戦術」とは、 I塁のフォースアウ ト戦術、自分の近い皐へのフォースアウト戦術である。
3 「単純な走塁技術」とは、ポールが打たれたら、 状況を考えずに、進塁することである。すなわち、 Yーアウ ト時の走塁技術である。
4 「直按ベースカパー技術jとは、各内野手がポールがれたれた時、また、走者の盗塁時など、捕球するため自分のベースをカハーするこ
とである。




個別技術 集団戦術 集 団戦術 個別技術
く打者〉 単純なヒッテイング戦術 単純なブオースアウ 1塁フォースアウト戦術 基礎的捕球 送球技術




〈打者〉 進塁させるヒ ッティング戦術 状況判断を伴うフォ 進塁させないフォースアウト戦 基礎的捕球 送ー球技術





く打者〉 打者と走者のコンビネーション 複雑な状況判断を伴 スクイズ防御戦術 内野手のコンビネーンヨン技術

































































2死／1塁 自己判断し、1塁か、 2塁か確率の高い所への 捕・送の連続技術
フォースアウトする戦術
1 ・ 2塁のベースカバ一戦術
2死／2・3 フォー スアウ トとタ ッチアウ トの区別を確認 捕・送の連続技術
会閉止 し、l塁にフォースアウト戦術
無死／ 1塁 状況判断して、進塁させないフォ スーアウト戦 素早いの捕 ・送の連続技術
術。犠牲パント時、前進守備戦術
無死／2塁 フォースアウトとタ yチアウト再認識させ、自 タッチアウトさせる技術
己判断でアウトを選択する戦術
無死／3塁 得点させないタ ッチアウト戦術 タッチアウトさせる技術
ゲーム 総合的な守備戦術 総合的な守備戦術
ゲーム 総合的な守備戦術 総合的な守備戦術
48 竹出： 生涯学習へ発展する体育授業の試み（2) 
( 3 ）抽出した教育内容を学習者に確実に認識・習得させるための「教材の構造・ 教授過程」
を構成する（図4参照）。 ここでは、「すべての学習者が認識・習得可能な順序jによっ
て構成される。













































13）王潔 ・進藤省次郎 「初心者に対するソフトボールの技術・戦術指導について」、 『北海道大
学教育学部紀要』、第83号、p.187～210、2001年。
